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後記

　加藤茶さん，堺正章さん，ラサール石井さんの年の
差婚が話題になっています。インタビューでの様子は
皆さん自然体で，話題になること自体が疑問だと言い
たげな様子でした。直接お聞きしたわけではありませ
んが，ご本人達は自然の経緯で結婚したのであって，
とやかく言われる筋合いはないと考えていらっしゃる
のではないでしょうか。
　体は年齢とともに衰えをみせても精神は年をとると
は限らない気がします。人生の年輪を重ねるに従って，
人生を客観的に見る視点が養われてきます。その結果，
自分の限界がはっきりと見え，できないことは捨て，
できることに集中する。それゆえ，より積極性が増し，
気持ちが若返るのではないかという気がしてきまし
た。ただし，それは人生の艱難辛苦を乗り越え，充実
した人生を歩んできた人に限られた特権のような気も
します。「真実な人間とは自己の青春を終えることの出
来ない人間だと言ってもいい」とはチャタレー裁判で
有名であった文学者伊藤整氏の言葉です。ネガティブ
な面を見ると「年寄りの冷や水」かもしれませんが，
限られた人生の時間をポジティブに生きようとする情
熱を感じ取ることができます。
　ひと昔前に「老人力」という言葉が流行語になりま
した。赤瀬川原平氏が同名の本（現在は『老人力　全
一冊』ちくま文庫刊）を書かれて，加齢による内面の
変化をポジティブな視点で表現されました。とかく若
い頃は失敗を恐れて細かいことにこだわりがちです。

また，失敗するとそれが尾をひいてネガティブな思考
に拍車をかける。それに比して，年をとると肩の力が
抜けて，大雑把になりはするが実力を存分に発揮し，
たとえ失敗してもすぐに忘れて前向きに進むことがで
きる。確かにこの大胆さと忘却力は力であり，老人力
という命名は的を射ていると思います。この言葉のお
かげで年をとるのも悪くはないと明るい気分になりま
した。女性からみても，「老人力」があると，中身で
勝負する包容力のある男性として映るのかもしれませ
ん。
　私が中学生の頃，パナソニック社を創業された松下
幸之助氏がインタビューで「ご自身が最も好きな言葉
はなんですか？」という問いに，「青春」と答えていらっ
しゃいました。当時の私はこの回答に対してがっかり
した記憶があります。未成年で社会にも出ていない若
輩者がこの言葉の深さを知る由はありませんでした。
50 歳をすぎた現在の私にはこの言葉の意味がわかり
ます。青春とは人生の一期間を示す言葉ではなく，精
神の未熟さを持ちつつも未来に向かって開かれている
輝かしい人生そのものを表現していると考えます。松
下幸之助氏は日本を代表する企業を創られた偉人では
あっても，自分の人生でさらに未知なるものを求め，
決して自分の人生を完成されたものと考えていなかっ
たのではないでしょうか。青春は過去のものではなく，
現在の自分の姿と考えたからこそ好きな言葉だったの
だと思います。 （大家基嗣）

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
2

2026/09/24 18:20:20


